
この情報についてのお問合せは、 
お気軽に、本社 （０７５）６６１－２１７１ まで 

立秋を迎え残暑という時期なりましたが、まだまだ猛暑日が続いています。 

今年は１０月まで暑いという予報ですが、今回、クーリングタワーの点検を 

ご案内しています。一般的に屋上などに設置されており余り目につかず 

異常の予兆に気付き難いものです。突発的な故障は非常に困りますが、 

それを回避する為にも日本冷却塔工業会のパンフレットを弊社営業員にご 

要望の程お願い申し上げます。                     出野 

て頂ければ。           出野 

「知恵の経営報告書２０１２」実践モデル企業 

 令和５年８月号   Ｖｏｌ.１５１ 

定期点検・診断でライフサイクルコスト低減！ 

厳しい残暑、クーリングタワーは大丈夫でしょうか？ 

日本冷却塔工業会のパンフレットをご希望の方はお気軽に 
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クーリングタワーの 

見えないリスク例 

１．ベアリング不良の異常 
 振動によりファンケーシング破損 
２．ベルトカバー内の 
 ベルトゴム摩耗粉の堆積 
３．充填材内のスケール堆積 
４．充填材・散水ポンプの目詰まり 
５．高温水による充填材変形 
６．上部水槽の日光・温度による 
 藻や細菌の繁殖 
７．密閉式冷却塔 
 熱交換器のスケール付着 
 

普段は見えない 
ので、気がつかない 
クーリングタワーの異常。 
法律で定期的な維持管理 
・製造義務が定められて 
います。 
参考：厚生労務省  ビル管理法施工例第１条 

定期点検・診断で 
ライフサイクルコスト 

低減のご提案 

・定期点検で診断により 
 各種リスクを発見 
・発見したリスクに対して 
 補修する事で 
・突発的な故障を回避 

そして、クーリングタワーの 
維持管理で更新時期が延長 
になりトータル的にコスト低減 
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